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2020年度の會津八一記念博物館―コロナ禍下での活動
肥　田　路　美
新型コロナウイルス感染症の蔓延に世界が翻弄された2020年、緊急事態宣言が発出される中で全国の
ミュージアムは軒並み休館し、展覧会の中止や延期が相次ぎました。會津八一記念博物館もその大波をかぶ
り、開館日程や展示プログラムの再三にわたる変更、勤務体制の大幅な見直し、感染予防のためのもろも
ろの対策など、これまで経験したことのない事態への対応に追われた一年でしたが、その間にも収蔵資料の
展示・撤収、整理・記録、保全・修復、調査や貸出の対応、寄贈資料の受け入れ等をはじめとする学芸業務
は怠りなく進め、なおかつ幾つかの新たな取り組みを開始した年になりました。その詳細は本誌に掲載した
「2020年度活動報告」や太田小雪氏の「新型コロナウイルス感染症流行と大学博物館」に譲りますが、ここ
でも少々振り返っておきたいと思います。
感染拡大に伴い政府から文化イベント等の開催自粛要請が出て、国立各館が一斉に臨時休館に入った２月
27日、本学でも卒業式・入学式の中止が通達され、学内各博物館も対応を迫られました。当館では例年通り
入試期間の２月いっぱいを休館し、週の明ける３月２日から春季の展示をオープンするべく、グランドギャ
ラリーをはじめ各室の展示作業をちょうど完了したところで、ポスターやダイレクトメールも出来上がって
いましたが、わずか一日限りの開催を以て翌３日からの休館を決断せざるを得ず、結局、９月24日まで実に
半年以上もの間、扉を閉ざすこととなりました。
その結果、５月からの「受贈記念　コレクター寺田小太郎―難波田龍起、相笠昌義を中心に―」展は、刷
り上がった展覧会図録を積み上げたまま一年先の2021年５月まで延期、10月１日から開催予定だった「武蔵
野台地の旧石器―校地内遺跡出土資料から―」展は2023年まで延期、年間六回の企画展を開いている富岡重
憲コレクション展示室でも、「しつらいの美」「近世の禅書画―東嶺・遂翁と春叢―」を取り止めるなど展示
計画の大幅変更を余儀なくされました。また、臺灣の國立故宮博物院から東京オリンピック・パラリンピッ
ク開催に合わせて提案されたニューメディア・アート展の企画「花気薫人―黄庭堅とその交遊圏」も、当初
は2020年度の新入生を迎えるにふさわしいプログラムとして４月初から近代美術展示室にて開催予定でした
が、日程を再三延期しながら情勢の好転を待っている状態です。
こうした中で、本来は11月下旬から１月末までを予定していた松丸東魚篆刻作品等受贈記念の「萬象、一
刀の中にあり―篆刻家・松丸東魚の仕事」展を、会期を数ヶ月遅らせたものの、何とか年度内の2021年３月
１日から開催できることになったのは、幸いです。昨年９月末から感染対策をとった上でようやく観覧の再
開に漕ぎつけたものの、外出自粛が続くなかで授業の大半は依然オンラインで実施され、キャンパスは閑散
として、博物館を訪れる人は稀です。当展覧会が、再び會津博物館に足を運んでいただく切っ掛けになって
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くれたらと願っています。
コロナ禍は一方で、多くのミュージアムにデジタルプログラムの新たな開設や拡充の機会をもたらしまし
た。本学では、2017年から図書館や学内各博物館の所蔵資料を公開する早稲田大学文化資源データベースの
運用が開始されたものの、当館での取り組みは諸々の事情により遅れがちでした。しかしながら、この一年
間でデジタルアーカイヴの整理・拡充を軌道に乗せることができつつあり、館蔵の考古資料を主な対象とし
た３Dモデルのデータベースも公開を始めました。また、ツイッターを利用して、館蔵資料の一歩踏み込ん
だ紹介や活動情報の発信の充実に努めたことも、特記しておきたい点です。これらの実現は、幸いにして新
たに非常勤嘱託のスタッフを得られたことも要因ですが、コロナ禍でキャンパスでの学びや様々な実体験の
機会を奪われた学生諸君に対して、大学博物館として何ができるか、蓄積してきた文化資源をいかに活用し
その役割を果たせるかという問いに、館員それぞれが真剣に向き合ったからこそでもあります。また、この
間の休館を利して、普段はなかなか手が回らない収蔵庫の整理や大型資料の点検・撮影などの作業を進める
ことができたのも、コロナ禍の置き土産と言えるでしょう。
感染の流行は、2021年２月の現在もなお収束が見通せません。展示室のバーチャル・ツアーやオンライン
による列品解説・講演会など、この機ならばこそ試みる意義のある活動を、次年度はさらに展開していく所
存です。引き続きご指導とご助力をよろしくお願いいたします。
（會津八一記念博物館館長）
